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　ＪＡ宮崎経済連は11月29日、宮崎市の旧オーシャンドーム駐
車場にて「わくわくフェスタ」を開催しました。これは経済連
が毎月29日を「お肉の日」と定めており、また11月29日は「い
い肉の日」ということからイベントを開催したものです。
　限定3000セットで宮崎牛や宮崎ハマユウポーク、みやざき地
頭鶏などが入った焼肉セット、宮崎和牛などが入ったしゃぶ
しゃぶセットを1000円で販売しました。
　開会式では経済連羽田正治会長が「農業環境を取り巻く情勢
は非常に厳しい。しかし宮崎県には安全安心で美味しい農畜産
物がたくさんある。消費者の皆さんもたくさん食べて、一緒に
なって農業を盛り上げていって欲しい」と挨拶しました。
　また、会場では㈱ミヤチク、宮崎県農協果汁㈱などによる加
工品や飲料の販売があった他、ステージイベントも満載でした。
　宮崎県で頑張っている人に宮崎牛を贈呈する式典もありプロボクサーとして活躍する湯場忠志さ
ん、千野棒踊り保存会へ宮崎牛が贈られました。
　経済連では今後も県下関係機関と連携をとって肉の日を盛り上げたいとしています。

「わくわくお肉の日」のサイトを見よう！
　５匹のキャラクターが陽気に音頭を踊るCM。
ご覧になった方は多いのではないでしょうか。
そんなキャラクターや「お肉の日」について気
になったら、下記アドレスにアクセス。
　「お肉占い」、「壁紙」やＣＭ動画など、その他
コンテンツも充実しています。
　携帯でも好評配信中♪
http://www.kei.mz-ja.or.jp/29/index.html

〜  11 月 29 日は「いいにくの日」  〜

経済連　羽田正治会長挨拶

宮崎牛の贈呈式典限定3,000セットに長蛇の列

　10月16日（金）に開催された「第46回楠並樹
コリドール」で県経済連と㈱ミヤチクが「宮崎牛」
や「宮崎和牛」等の試食・販売ＰＲ活動を行い
ました。
　これは「スポレク祭」に多くの県外者が訪れ
る機会を活用し、県産「畜産物」の消費拡大（地
産地消）、認知度アップ及び理解醸成等を図るた
めに、中部地域の綾ぶどう豚、みやざき地頭鶏
及び県産牛乳・乳製品の生産者や関係機関（県、
各市町、団体等）と一体的に実施したものです。
　目玉イベントとして実施した「お楽しみ大抽選会」の賞品に「宮崎牛」など多数の県産「畜産物」
を提供し、また、音楽祭のステージ上では、各生産者代表が安全・安心な県産「畜産物」の良さや品
質の高さ等を紹介したことにより、会場全体の雰囲気向上や活性化も図られ、「楠並樹コリドール」の

来場者数の増加にもつながりました（来場者数：
通常２千人弱、今回３千人強）。
　今回の取り組みで、県物産振興センターの来
店者数の増加や他の出店での「みやざき県産品」
を含めた全体の購買力・宣伝力の向上などの相
乗効果もあり、さらには来県者への「おもてなし」
の観点からも、今までにない大きな成果が得ら
れました。　（宮崎県中部農林振興局　畜産担当）

試食販売ＰＲ（昼の部 午前10時～）

１等賞品「日本一の宮崎牛」!  盛り上がった抽選会

　大好評だった「宮崎牛」のサイコロステーキ

知事も来場者へ歓迎とＰＲ

試食販売ＰＲ（夜の部 午後６時～） ステージ上でのＰＲ（県経済連肉用牛課　長友美里さん）


